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本日の内容

①シュゼット及び海外事業のご紹介

②当社のフィロソフィー

③アンリ・シャルパンティエについて

④海外展開の歴史と手がけたこと

⑤シンガポール進出10周年

⑥今後のビジョン



企業理念

目指す場所／姿〔 Vision 〕

世界のスイーツグランドメゾンになる。

使命〔 Mission 〕

菓子と生きかたをつくる。
Sweets Communication Factory



会社概要

会社名 株式会社シュゼット・ホールディングス

代表者 代表取締役社長 蟻田剛毅

創業 1969年1月18日 

本社所在地 兵庫県西宮市久保町5-16 ハーバースタジオ43南館 

従業員数 444名（2024年4月現在）

事業内容 菓子・パン類の製造・販売ならびに喫茶、左記に関する付帯
業務

店舗数 アンリ・シャルパンティエ  100店舗（国内94店舗、海外6
店舗）
シーキューブ 44店舗
カサネオ 1店舗
バックハウスイリエ 4店舗
※2024年4月現在

関連会社 株式会社シュゼット
株式会社スタジオ・シュゼット
株式会社シュゼット・インターナショナル
有限会社バックハウスイリエ
株式会社フラムブルー



私たちの４つのブランド



1969年   「株式会社アンリ・シャルパンティエ」設立 兵庫県芦屋市にアンリ・シャルパンティエ1号店を創業

1975年    アンリ・シャルパンティエ神戸そごう店を出店（百貨店出店1号店）フィナンシェを発売、代表商品となる

1987年 新ブランド「C3（シーキューブ）」1号店出店

2014年 シンガポールに「アンリ・シャルパンティエ デンプシーヒル店」を開店 （海外出店1号店／現在は閉店）

2015年 ギネス世界記録®アンリ・シャルパンティエの「フィナンシェ」が年間販売個数のギネス世界記録獲得

2016年 年商200億円突破
                「バックハウスイリエ」ブランドを事業統合

2018年 新ブランド「カサネオ」1号店出店

2019年 百貨店洋菓子部門シェア1位獲得

2022年 アンリ・シャルパンティエのフィナンシェがギネス世界記録8年連続に認定
お菓子部門におけるギネス世界記録8年連続認定は世界初
年商250億円突破

2023年 第18回クープ・デュ・モンド・デュ・ラ・パティスリーにおいて当社の駒居崇宏が団長を務める日本チームが
世界１位を獲得

世界の洋菓子メーカーへ

シュゼットの歩み



クレープをオレンジリキュールで、フランベする。
その瞬間、フライパンから立ちのぼる青い炎。
驚きから、やがて笑顔に変わっていくお客様の表情。

創業者がレストランで、修行している頃に出会ったのが
社名の由来でもある「クレープ・シュゼット」というお菓子です。

「お菓子を囲むシーンを、お客様と一緒につくっていきたい」
「一人でも多くの方に、お菓子で驚きと喜びを」
そんな理想をもって芦屋に開いた小さな喫茶店が、シュゼットの
原点。

クレープ・シュゼットが創業者の人生を導いたように、
お菓子には、一人ひとりの「生きかた」をつくる力がある。
私たちは、そう信じています。

アンリ・シャルパンティエのはじまり



アンリ・シャルパンティエのこだわり

良い材料を、もっとも美味しい状態で仕上げる

・主力商品の材料であるバター、生クリーム、チーズ等は契約工場で独自に生産

・フィナンシェのアーモンドプードルは、使う直前に挽いた自社生産

・最高の香りと品質を保つために8℃の低温輸送でカリフォルニアからアーモンドを輸入



アンリ・シャルパンティエのこだわり

1人1人が責任を持てる1人屋台生産方式

開閉式回転台< 特許取得済>



世界への挑戦

2 0 2 3 年 1 月 フ ラ ン ス で 開 催 さ れ た 洋 菓 子 コ ン テ ス ト の 最 高 峰
ク ー プ ・ デ ュ ・ モ ン ド ・ ド ゥ ・ ラ ・ パ テ ィ ス リ ー に て 日 本 チ ー ム 悲 願 の 世 界 第 1 位 に 。

強 豪 フ ラ ン ス を 破 り 、 1 6 年 ぶ り の 頂 点 へ 。



アンリ・シャルパンティエの店舗展開について

横浜リバーサイドスタジオ

神奈川県横浜市

94店
海外6店舗

ハーバースタジオ

兵庫県西宮市

2024年9月1日現在

世界中のお客様ニーズに応えるブランドへ



アンリ・シャルパンティエの代表商品について

アンリ・シャルパンティエのフィナンシェは、2015年から8年連続で
販売数量世界一のギネス記録を獲得しました。現在も、一日に6万個
を販売するベストセラーです。



海外展開の歴史

2014年

2016年

2018年

2020年

2021年

2022年

2023年

シンガポール デンプシーヒル
店を出店（現在は閉鎖）

シンガポール ニーアン
シティ店

シンガポールに「アンリ・シャルパンティエ デンプシーヒル店」を開店 （海外出店1号店／
現在は閉店）

シンガポールに「セントラルキッチン」を設立
シンガポールに「アンリ・シャルパンティエ オーチャードセントラル店」を出店
マレーシアに「アンリ・シャルパンティエ ISETAN The Japan Store クアラルンプール店」
を開店（現在は閉鎖）

シンガポールに「アンリ・シャルパンティエ ヴィヴォ・シティ店」を出店

シンガポールに「グレートワールド店」を出店

シンガポールに「アンリ・シャルパンティエ ニーアンシティ店」を出店
シンガポールに「アンリ・シャルパンティエ ワンハンドレットエイエム店」を出店

香港でPOP UPストア展開開始

シンガポールに「アンリ・シャルパンティエ PLQ店」を出店

香港シティスーパー内
POP UP店舗



シンガポール1号店で手掛けた事

シンガポールに初の海外店舗となるサロン・ド・テ（店舗面積 約400㎡）を2014年10月にオープ
ン。 シンガポールでもハイクラスの方々が集う “デンプシーヒル” に邸宅風サロンを展開、巨大
店舗を構え、一気に認知拡大をねらった。
カフェのみでなく、物販ゾーンを入口に設け、さまざまなシーンに対応できるギフト用のお菓子
を取りそろえた。また、オリジナルデザートの提供も行い、日本でもお馴染みの商品に加え４品
のデンプシーヒル店オリジナルワゴンデセールを展開した。



シンガポールにセントラルキッチンを設立

アンリ・シャルパンティエ６店舗

ブラックフォレスト
（シンガポールオリジナル）

マンゴショートケーキ

2016年に海外初のセントラルキッチンを
シンガポール郊外のマンダイリンク工業団地内に設立。
毎日フレッシュなケーキを、都市部の6店舗に
届けています。



シンガポール開発・ローカル生産商品

シンガポールスリング＜フィナンシェ＞
マラッカ海峡に沈む夕日をイメージした美しい赤色と、パイナップルベースの瑞々しい風味
はそのままに、 皆様でお楽しみいただけるノンアルコールのお菓子に仕立てたフィナン
シェです。
10周年を節目にシンガポールを代表するプラナカンハウスイメージのパッケージに生まれ変
わりました。

シンガポール限定販売の焼菓子開発に着手。
現地で人気のシンガポールスリングに使われるジンの原料となる
ジェニパーベリーに着目。レシピにパイナップルを加え2018年に
シンガポール限定焼菓子の現地生産と販売をスタートしました。



シンガポールでの成功事例

【焼きたてフィナンシェの定番化】

日本国内では、期間限定で実施していた「焼きたてフィナンシェ」
（店舗内にてオーブンを設置して調理。出来立てを販売）を
定番化。シンガポール全店にて店内調理、即販売を行い

シンガポールでの主力事業へ育成。

オーチャード店店頭

参考：店内調理イメージ
（上記は、日本国内店舗の写真）



シンガポール10周年イベント

2024年10月9日にシンガポール進出10周年を迎え、シンガポールでは、10年間のご愛顧の感謝を
込め、10th Anniversary Celebrationsを開催。第2店舗目を開店したTanjong Pagarにて、2024
年10月9日～10月21日までPOP UPストアを出店し、創業当時のアフタヌーンティーセット及びク
レープ・シュゼットをお楽しみいただけるハイティーイベントを実施。
またPOP UPストアでは、横田ヘッドシェフによる、アンリ・シャルパンティエのショートケーキの
組み立てとデコレーションのワークショップも行った。
さらに、シンガポールの各店舗では、ご来店した2014年10月9日生まれのお子様を対象に、10歳の
お誕生日祝いとして、12㎝のストロベリーショートケーキ（ホールケーキ）を無料でプレゼントす
るキャンペーンを10月10日～10月13日の期間に実施した。



今後目指していくビジョン

１）ASEAN地域での事業拡大（２０２５年バンコクに１号店開店予定）

「現地生産／現地販売」モデルの拡大

２）焼菓子の日本からの輸出事業の拡大（香港、UAEほか）

目指す場所／姿〔 Vision 〕

世界のスイーツグランドメゾンになる。



＜番外編＞ 「海外事業展開で苦労したこと」

１）

２）

３）

口頭で


